
令和３年度　新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況及び効果検証

事業の概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

国庫補助額
（円）

交付金充当経費
（円）

一般財源
（円）

1
東通村診療所発熱外来棟増築
事業

①-東通村診療所の一般外来患者と発熱外来患者との区分けを明確にする
ことによる院内感染の防止向上
②③建築確認手数料 145千円
　　　発熱外来棟増設工事監理費委託 2,145千円
　　　発熱外来棟増築工事費 56,100千円
　　　管理備品購入費 7,590千円　　　　　計65,980千円
④一部事務組合下北医療センター東通村診療所

63,477,060 62,558,000 919,060
R3.4.1～
R4.1.31

東通診療所の一般患者と発
熱外来患者との区分けを明
確にすることができ、院内
感染の防止等に寄与できた
ものと考える。

2 漁業者支援共済掛金補助事業

①コロナの影響を受ける漁業者に対し漁業共済掛金を一部補助することで
経済支援を行う。
②漁業協同組合への補助金
③事業者負担掛金（43,147千円）の20％
④漁業者

14,172,400 5,030,000 9,142,400
R3.4.1～
R4.3.31

飲食店等への休業要請等に
よる市場流通の停滞によ
り、所得が減少している漁
業者の事業維持、継続に一
定程度支援ができたものと
考える。

3 東通村学生応援一時給付金

①ウィズコロナ、アフターコロナでの経済活動の中心になるであろう大学生
等に対して100千円を支給する。
②③学生への給付金10,000千円（100名×100千円）
④村出身の大学生等

8,300,000 8,000,000 300,000
R4.1.25～
R4.3.31

給付金の支給により、学業
の継続に掛かる経費負担軽
減に一定程度寄与したと考
える。

85,949,460 0 75,588,000 10,361,460合計

計画書
Ｎｏ

事業名
総事業費
（円）

事業期間 効果検証


